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ヒ トメタ ロ チ オ ネイ ン 畷轍 丁一2｝は 、6f個の ア ミノ酸残基 の うち 2  個が Cys

残 基か らなる金属結合蛋白質で ある 。 本 Cys残 基はす べ て 金属 との 結合 に 関与 し 、　Cd、

Zn の 場合 1 分子 の h構 一2 中に 7 原子 の 金属が結合す る。 本研究で は 、　hMT−2の Cys残

基 を His 残 基に置換 した ときの金 属結合能を明 らか に する こ とを 馨的 と した
。

1方法及 び結果 1 鶸 識 中の Cys残 基 を Hi§ 残基 に置換 し、繍 齣 で 変性 、 再構成を

行 っ た 。 本試料 を用い て 原 子吸光法に よる金属結合数 、 繝 変化に よる金 属 との 結合

の 安定度 、 CD ス ペ ク トル に よる構造の 変化 を測定 した 。
こ の 結果 、変異 蛋 白質で は 、

金 属結合数に 変化は無い が 、金属 との 結合の 安定度及 び構 造 に変化 が 見 られ た 。
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1目的lN−
acetyln 臣uramoyl

−L−alanine 　amidase （以後 amidase ＞は細胞壁中の グリカ ン鎖の

主成分の muramic 　acid とペ プチ ド間の ア ミ ド結合を切断する細胞壁 溶解酵素の 1 っ で あ

るがその 立体構造は解 っ て い ない
。 我 々 は、amidase の 立体構造と機能の 詳細を解明する

た めに、Bacillus族由来 a皿 idase（CwlV）の 漕性 ドメイ ン （Cw1V1）の X線構造解析 を行 っ た。

【結果1今回解析に用 い た Cw1Vlは、　 CwlVの C 末端に存在 し、ア ミノ酸残基数は 179で あ

る。wild 　type お よび活性に 関与する Glu142を Gln に変換 した mutant （E142Q）の 1．・8A分解

能の構造解析を完了 し、分子の 立体構造を決定した 。

【考察】CwlV1 は 6本の 酪ス トラン ドを含む シ
ー トと 5本の α ヘ リ ッ クス よ りな る 3 層

α ／β／α構造 で ある 。 活 性発現に必要なZnイ オン には、　E26、　HIO、　H80の 側鎖 と水 3 分子 が

配位 して い る 。
Mutantで はQ142の 側鎖はwild 　type と配向が異なり、Znイ オ ン に遠ざか る

方向 を向い て い る ため 、
wi ！d　type に は ない Q142とN82 の 問 に水素結合が形成 されて い る。

The　structure 　and 　function　of 　the 　catalytic 　domain　of 　a 　ce ！l　wall 　hydrolase，

N− acetylmuramoy1
−L−a ／anine 　anlidase ．
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